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　吸血昆虫のうち双翅目（ハエ目Diptera）においては、
蚊、サシチョウバエ、ブユ、アブなどは雌のみが吸血を
行い、卵巣発達のための栄養源として利用する。した
がって、これらの種では吸血とそれに関連する現象が性
分化と密接な関係にあることが考えられる。我々はこれ
まで、マラリア媒介蚊（ベクター）のステフェンスハマ
ダラカ Anopheles stephensi において、性分化遺伝子 
doublesex（dsx）雌型産物をノックアウトすると雌の吸
血後に血液の消化が進まないことを見出した。そこで、
吸血後の中腸トランスクリプトーム解析により、雌型産
物をノックアウトした雌と野生型雌の間で発現量につい
て比較解析し、発現量に差のある遺伝子を明らかにした。
その結果、プロテアーゼの一つであるアミノペプチダー
ゼ N と高い相同性を持つ遺伝子の発現量がノックアウト
雌で大きく減少していた。本研究ではこのアミノペプチ
ダーゼ N 様遺伝子 aminopeptidase N-like gene（apnl）

の解析について報告する。
　apnl は雌成虫において高い発現が見られ、さらに吸血
後の 24 時間から 72 時間にかけて発現が上昇することが
分かった。そこで、apnl のノックアウト系統（apnl-KO）
を作製し表現型を調べたところ、apnl-KO の雌では野生
型雌と比べて吸血前と後の両方で卵巣サイズが小さく、
産卵数の有為な減少が見られた。また、孵化率も低下し
た。さらに、apnl-KO では吸血後のビテロジェニンの発
現量が野生型と比べて減少しており、ビテロジェニン合
成の誘導に関与する mTOR シグナル経路の p70 S6 
kinase 活性が低下していた。以上の結果から、apnl はハ
マダラカの卵巣発達に関与していることが示唆された。
今後は apnl-KOにおけるマラリア原虫の感染性につい
ても調べ、ベクター制御に応用できるか検討する予定で
ある。
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